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患者の、患者による、患者のための愛腎協

第 163号　編集：（一社）愛知県腎臓病協議会事務局　発行 : 平成 31年 3月 15日

　平成 31 年 2 月 10 日 ( 日 )10 時より 12 時まで、小牧市まなび創造館にて尾
張本部第１支部の会員向けに「透析患者の災害対策について」の講演会が実施さ
れました。
　当日は会員 13 名、家族２名、医療関係者３名の他、各本部からの参加者６名
が参加し 24 名の方が参加しました。
　講演は光寿会リハビリテーション病院の伊藤功先生を講師に、災害時にどの様
な行動を取るのが良いかを主題に、災害の種類や地震のメカニズム、また東日本
大震災における事例と愛知県における透析医師会の災害時における取り組みとし
て連絡手段の確保や光寿会リハビリテーション病院における QR コード付の透
析患者 ID なども紹介されました。
　尾張本部第１支部として、今後も会員の為に色々な情報を発信し、患者の為に
なる活動を続けていきたいです。

尾張本部第１支部が勉強会が実施されました。

尾張第一支部災害対策講演会 講演を行う伊藤先生

第５回青年部会議 ( 総会 ) ＆食事会が開催されました。
　平成 31 年２月 24 日 ( 日 ) ウインクあいち 10F 1004 号室他。10 時～ 14 時
に「第５回青年部総会＆食事会」　が開催されました。参加者は、青年部 17 名、
理事 3 名、オブザーバー 2 名の計 22 名でした。
　今年度、5 回目の青年部会議は、今年度 1 年
の活動について青年部登録の会員に報告を行う
総会として開催され、来賓として講師の全腎協
理事松橋文昭氏、同じく全腎協理事の伊藤寿男
氏、愛腎協からは奥村清高会長の代理として事
務局長の高橋元治氏が列席し、代表で高橋事務
局長が挨拶を行いました。
　プログラムの第 1 部では青年部 1 年間の活動と会計の報告、来年度の活動予
定と予算案、さらに役員の紹介が行われました。第 2 部の講演では全腎協理事

講演会タイトル

（次のページへつづく）
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　　 事務局からのお知らせ

下記の期間に透析導入された方が表彰対象です。愛腎協事務局から代議員を通じて確認させて頂
きますが、会員の皆様には今一度お手元の会員証の透析導入年月日を確認して頂き、代議員に申
告して頂きますよう、ご協力をお願い致します。
※愛腎協へ 5 年連続で継続入会されています方が長期表彰の対象になりますのでご注意ください。

◆ 20 年表彰 ( 期間：1998 年 4 月 1 日～ 1999 年 3 月 31 日 )
◆ 30 年表彰 ( 期間：1988 年 4 月 1 日～ 1989 年 3 月 31 日 )
◆ 35 年表彰 ( 期間：1983 年 4 月 1 日～ 1984 年 3 月 31 日 )
◆ 40 年表彰 ( 期間：1978 年 4 月 1 日～ 1979 年 3 月 31 日 )

今
後
の
予
定

◎３月３日（日）：第 13 回市民公開講座　( 中外製薬 ( 株 )8F 会議室 )
◎３月 10 日 ( 日 )：理事会　( 中外製薬 ( 株 )8F 会議室 )
◎３月 10 日 ( 日 )：第２回 日本医学会総会準備会議　( 中外製薬 ( 株 )8F 会議室 )
◎３月 14 日 ( 木 )：第 48 次国会請願　( 東京・参議院会館１階講堂 )
◎ 3 月 23 日（土）：腎移植キャンペーン（岡崎市東部地域交流センター・むらさきかん）
◎３月 31 日 ( 日 )：第 30 回日本医学会総会　( ポートメッセなごや )

★ 2 月 2、3 日 ( 土、日 )：第 19 回東海ブロック交流集会 in 静岡 ( コンコルド浜松 )
★ 2 月 3 日 ( 日 )：第 2 回災害対策委員会　( 市政資料館第 2 集会室 )
★ 2 月 10 日 ( 日 )：第 3 回名古屋本部代議員会議 ( 名古屋都市センター 14F 第 2 会議室 )
★ 2 月 10 日 ( 日 )： 豊田地域腎友会会議　( 松坂屋九階地域活動センター第二研修室 )
★ 2 月 16、17 日 ( 土、日 )：第 86 回東海ブロック会議　( 三重県津市 プラザ洞津 )
★２月 24 日（日）：名古屋市腎友会役員会（偕行会城西病院会議室）

その他の活動報告

◆平成 31年度長期透析表彰について◆

で全腎協の社会保障委員会の委員長でもある松
橋文昭氏を講師に「透析に関わる社会保障制度」
と題して、透析に関わる様々な社会保障制度に
ついて、出身の秋田のお話しと共にスライドを
使い分かりやすく説明し、知っている様で知ら
ない社会保障制度について、関連する法律、医
療費のしくみ ( 透析と透析以外の場合について
も )、透析に関わる診療報酬や障害者年金につい
ても説明されました。
　また、冒頭には全腎協の活動と成果について
も触れ、最後に「現在の社会保障を守るためには、
組織率が重要となる」との読売新聞記者の声も紹介し、多くの透析患者の組織と
しての訴えが現在の社会保障制度を維持していくうえで必要であると語られまし
た。
　講演の終了後は別の会場へ移動しての食事会となり、講演を聞いての話題や普
段の透析生活についても食事を楽しみつつ会話も弾み。充実した会議と食事会と
なりました。

講演会風景

講演を行う松橋全腎協理事

（前のページのつづき）


